地域密着型サービス運営推進会議記録（第　3　回）

	施設名
	グループホーム花乃苑

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和　４年　8月　30日　　１４時００分　～　１５時００分

	会場
	グループホーム　花乃苑　羽ノ浦

	[bookmark: _Hlk518036454]参加者
	利用者代表
	０人

	
	利用者家族代表
	０人

	
	民生員
	０人

	
	高齢者お世話センター
	０人

	
	市職員
	０人

	
	他事業所
	０人

	
	有識者
	０人

	[bookmark: _Hlk518036340]
	事業者
	５人



	報告事項
	1． 現状報告　
新型コロナウィルス感染症による感染予防のため自施設のみで開催

２．入居者数　（R4.8/30現在）男性4名　女性１3名　　合計１７名

　《要介護別》　要介護１（４名）要介護２（３名）　要介護３（８名）
　　　　　　　　要介護４（１名）要介護５（１名）
　
３．入・退居者　(R4.6/28～R4.8/30)
　　　　　　　　7/4   入居　要介護3　男性　在宅より
                8/19  退居　要介護4　女性　長期入院
　　　　
４．活動内容　　お誕生会　園芸（花苗植え、野菜の収穫）
　　　　　　　　散歩　ドライブ　　　　　　


	議題①





	「コロナ感染対策について」
8月に入り2名、職員の家族がコロナ陽性となり、職員自身も濃厚接触者となったため自宅待機にて様子をみることとなった。幸い該当職員や利用者様、他の職員への感染は見られず今日まで至っている。県内でもお盆以降、爆発的に増加し、多数の高齢者施設においてもクラスターが発生している。
いつ、苑内で感染拡大が起こってもおかしくない状況となっており、引き続き感染対策として、対面での面会は行わず、ガラス越しでの面会や電話での対応を行っている。また、利用者様のワクチン4回目接種を8/25に実施し、職員も随時行っている。
　日頃より利用者様、職員に感染が出た場合の対応法をシュミレーションし職員間で共有。また、感染による欠員があってもグループ施設間で業務や備品の助け合いができるようにしている。

	

	現在、身体拘束に該当者はいません。
先日職員から、ケアのタイミングでどうしても人出が不足するとき、一人で立ち上がり転倒リスクの高い車椅子の利用者様に安全確保のため、テーブルについて頂いた際に後ろにクッションをおいて動きづらくするのはどうかとの提案があった。しかし、それは身体拘束に当たることを説明し、違う対応方法を検討することにした。

（対応方法）
・まずはご本人が何を希望されているか傾聴し対応する。
・利用者様が落ち着いて過ごせるよう、排泄や環境面に配慮する。
・落ち着かない時は外気浴等、気分転換が図れるよう支援する。

	その他
	








